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・ contemporary dance 及び danse contemporaine の訳語には、コンテンポラリーダンスと
表記する。 
・ post modern dance の訳語にはポスト・モダンダンスと表記する。 
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Pouillard, Fédéric. 2004, “Scène et contemporanéité”, in Rue Descartes n°44, pp.116-120. 




5 「作者の映画（cinéma d’auteur）」と同様に、振付家の振付作品に対して「作者のダンス（danse d’auteur）」
と呼称される（Bentivoglio 1987, p. 131）。 
6 フランスのバニョレ国際振付コンクールは、1995 年にセーヌ・サン＝ドニ国際振付家による出会いの場






































































































                                                        
く、障害者の価値観が社会に浸透し、新たなアイデアを実践していく社会を⽬指す必要性を考えているた
め、本論⽂では「障害者」という⾔葉を使⽤する。 
9 ⼩泉朝未 2018「共⽣とアートの接点：コミュニティダンスの考察から」，『未来共⽣学 5』, 216-217⾴． 
10 コンテンポラリー・アーティストのパブロ・エルゲラは現実の実践と象徴の実践を区別している。本論
⽂では、この区別を集団の実践と集団の表象に峻別する。 
Helguera, Pablo. 2011, Education for Socially Engaged Art: A Materials and Techniques Handbook, TN: Lightning 

































                                                        






（Bernard, and Fabbri 2004, p.24, p.26.）。⼀⽅、舞踊研究者のアンドレ・レぺッキは、コンテンポラリーダン
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶‒‒‒‒〈序論〉̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 




































































































































                                                        
に加えて、集団創作、振付家の不在という観点から、ポスト・コンテンポラリーダンスを検討し、振付家
のイニシアティブを解体する様相を提⽰する。 
15 越智 2018『「ノンダンス」という概念を巡って−1990 年代以降のフランス現代舞踊の展開に関する⼀考
察―』，早稲⽥⼤学⼤学院⽂学研究科，博⼠学位論⽂（刊⾏），148⾴. 
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶‒‒‒‒〈序論〉̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 















































































2014 年 9⽉ 27⽇〜
28⽇，11⽉ 22⽇〜
23⽇，12⽉ 6⽇〜7











《ガラ》の試作公演 4⽉ 14⽇〜16⽇ オーヴェルヴィリエ劇場 
《ガラ》のリハーサル 6⽉ 6⽇〜7⽇  




10⽉ 1⽇〜3⽇ オーヴェルヴィリエ劇場 





12⽉ 10⽇ パリ市⽴現代美術館 （パリ，フランス） 
⽇本の《ガラ》の 
リハーサル及び再演 




タイの《ガラ》の再演 3⽉ 6〜7⽇ チャン劇場（バンコク，タイ） 









































































































                                                        
19 客観的偶然は次のように説明されている。「この複数の出来事は基礎となるモデルに従う。つまり、⼆つ
の出来事は⼀つもしくは⼆つ三つの類似する特徴を提⽰する事実の⼀部であり、この⼆つの出来事が関係
性を結ぶのである（Bürger 2013, pp.106-107.）」。 
20 ハプニングについては以下の⽂献を参照した。 






























































































                                                        
23 下記の雑誌におけるカニングハムのインタビューの引⽤。 
McPherson, T. Massari. 1992, “Mentor of Motion”, in The Anchorage Times January 23. 
̶̶̶̶̶̶̶̶〈第⼀章 ポスト・コレオグラフィーをめぐる諸前提〉̶̶̶̶̶̶̶ 


























                                                        


































                                                        
27 Franko, Mark. 2011, “Writing for the body: Notation, Reconstruction, and Reinvention in Dance,” in Common 



























                                                        





Glon, Marie. 2007, “The Materiality of Theory: Print Practices and the Construction of Meaning through Kellom 
Tomlinson’s The Art of Dancing explain’d (1735)”, in Society of Dance History Scholars Proceeding, Thirteenth 
Annual Conference Co-Sponsored with CORD, Paris: Centre national de la danse, pp.190-95.  
31 フランスにおいてエトワールの図像学研究が進められているように、当時のエトワールはイコンのよう
な存在として扱われていることが理解できる（Olivesi 2008, pp.26-33.）。 




ている。『コンテンポラリーダンスの詩学』（Louppe 2004）では、「⾝体の状態（les états de corps）」を提起
し、記述できないライブな運動をその都度、再発⾒し直すことに注⽬する。また、『振付の無為：ダンス作



































本⻑兵衛，林はる芽 監訳，東京：岩波書店, 112⾴. 
34  Foster, Susan Leigh. 1986, Reading dancing: Bodies and Subjects in Contemporary American Dance, CA: 
University of California Press, p.48． 
̶̶̶̶̶̶̶̶〈第⼀章 ポスト・コレオグラフィーをめぐる諸前提〉̶̶̶̶̶̶̶ 





























36 Banes, Sally. 1993, Democracy’s body: Judson Dance Theater, 1962-1964, NC: Duke University Press, pp1-33.  
Banes, Sally. 1994, Writing Dancing in the Age of Postmodernism, CT: Wesleyan University Press, pp.212-215. 
実験⾳楽では、その場で起こる出来事が⾳楽となるため、作曲家はしばしば状況や環境を優先して作品制
作にプロセスを含めていた。実験⾳楽については以下の⽂献を参照した。 
ジョン・ケージ 1996『サイレンス』，柿沼敏江 訳，東京：⽔声社. 



























                                                        
楽⼤学で⼆⼗年も教えている教師でも、⽣まれてから未だ⼀度も⾳楽を演奏したことのない学⽣でも、こ
の曲の演奏については同じ⽴場にあります」（クリスティアン 1991, 74⾴）。 
38 グッドマンは芸術をオートグラフィックとアログラフィックに区別し、ダンスをアログラフィック的な
芸術であると説明する。アログラフィックとは、芸術の複製が贋作にならないものを指す。ダンスでは、





































の独裁制は完全なものとなる。   
 
 
                                                        
40 Siegmund, Gerald. 2018, “Doing the Contemporary: Pina Bausch as a Conceptual Artist”, in Dance Research 
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42 当時ニューヨークを拠点にしていたアメリカ⼈振付家のトラジャル・ハレルは、森下スタジオで開催さ
れた“Whenever Wherever Festival 2012”（⽇本⼈振付家の⼭崎広太主催）で、写真家のデイビッド・ベルグと






Burt, Ramsay. 2008, “Revisiting ‘no to spectacle’: Self Unfinished and Véronique Doisneau” in Forum Modernes 






Bishop, Claire. 2004, “Antagonism and Relational Aesthetic”, in October 110, pp.51-79.（邦訳 75-113⾴） 





ニマリズムの関与との影響関係を指摘する（Lepecki 2005, p.135.）。 
̶̶̶̶̶̶̶̶〈第⼀章 ポスト・コレオグラフィーをめぐる諸前提〉̶̶̶̶̶̶̶ 

































































                                                        
46 カニングハムの指向する⾝体やメソッドは振付⽅法の近代化を妨げるものであったという⾒⽅がある。 
47 Ginot, Isabelle, and Michel, Marcelle. 2008, La danse au XXe siècle, Paris: Larousse, p.128. 
48 Ginot, and Michel, op.cit., p.130. 
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49  Lepecki, André. 2013, “thing:dnace:daring;(proximal aesthetics),” in Choregraphing Exhibistions, edited by 
Copeland, Mathieu, and Pellegrin, Julie, Dijon: Les presses du réel, p.96. 







51 Bernard, Michel. 2001, De la création chorégraphique, Pantin: Centre national de la danse, p.197. 
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52 Ibid., p.197. 
53 外⼭の翻訳を参照。 
外⼭紀久⼦ 1999『帰宅しない放蕩娘 アメリカにおけるモダニズム・ポストモダニズム』，東京：勁草書房, 
20-21⾴. 



































                                                        
Bishop, Claire. 2019, “Pragmatic Experimentalism: Rethinking Merce Cunningham’s Event”, 100 years of Merce 
Cunningham: A Symposium of Ideas for the Next Century, in Cunningham Symposium at NYPL, January 25. 
55 McPherson, T. Massari. 1992, “Mentor of Motion”, in The Anchorage Times January 23. 
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56 タスクと振付領域の関係性については以下を参照されたい。 
Sermon, Julie. 2016, “Partition(s): processus de compositions et division du travail artistique”, Partition(s): Objet 
concept des pratiques scénique (20e et 21e siècles), Sermon, Julie, Chapuis, Yvane, Dijon: Les presses du réel, pp.132-
134. 
57 ハルプリンは 1937年にハーヴァード⼤学のバウハウスのオリジナル・メンバーと出会っている。 
58 レイナーはタスクについて、「（…）タスクは、床から⽴ち上がって腕を上げ、⾻盤を傾けます。椅⼦か
ら出て、⾼い棚に⼿を伸ばし、誰も急いでいないときに階段を降ります。（…）実⾏の⽅法において、それ
らは⾏為の事実上の質を持っています」（Rainer 1966 , p.330）と説明する。レイナーはタスクが⽇常性その
ものを客体化することを指摘している。⼀⽅、ハルプリンのタスクに関しては以下の⽂献から参照した。 
Caux, Jacqueline. 2004, “Anna Halprin, exploratrice de danse”, in Mouvement 30, pp.68-73.  
Rainer, Yvonne. 1965, “Yvonne Rainer interviews Anna Halplin”, in Tulane Drama Review vol. X/2, pp.145-178.  
59 Hussie-Taylor, Judy, and Joy, Jenn. (eds.). 2012, “Anna Halprin & Jenn Joy”, in Danspace Project Platform 2012: 
Judsonow, NY: Danspace Project, p.50. 
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60 R はリソース（Resource）であり、⼈間や⾝体的なリソース、⽬的や動機が含まれる。S はスコアリング
（Scoring; Structure）、プロセスの描写である。V は⾏為の評価（Valuation）であり、⾏為の分析や決定や可
能性を提供し、これは⾏為と決定のサイクルである。そして P のパフォーマンス（Performance; Execution）
は、スコアの結果であり、プロセスに様式を与えるものである。ハルプリンの夫のローレンス・ハルプリ
ンはこの四つが創作プロセスのモデルであると述べている（Halprin 2010, p.11.）。  
61 1977年の《シティー・ダンス》の報告書を参照した。 
Halprin, Anna. 1995, Moving Toward Life: Five Decades of Transformational Dance, CT: Wesleyan University Press, 
p.170. 
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Perron, Wendy. 2020, The Grand Union: Accidental Anarchists of Downtown Dance, 1970-1976, CT: Wesleyan 






の社会的意義が単に象徴的なものにすぎないとは⾔えなくなっている。」（Helguera 2011, p.16. 邦訳 35⾴）。
フラッシュモブの特異性は、2004年にオックスフォード辞典で次のように定義されていることからも理解
できる。「インターネットや携帯電話を通じて呼びかけられた、⾒ず知らずの⼈々が公共の場に集まり、わ
けのわからないことをしでかしてからすぐにまた散り散りになること」（Soanes, and Stevenson 2004, p.541.）。 
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伊藤昌亮 2011 『フラッシュモブズ 儀礼と運動の交わるところ』，東京：NTT 出版. 
Öktem, Z. 2014, Flash Mobs as critical intervention: A Meeting point between media, performance, 
politics and activism, Master thesis of University Utrecht. 
66 たとえば、ゾンビ・モブ、ピローファイト・モブ、フリーズ、フラッシュモブ・ダンス、ミュージカル・
モブ、政治的モブ、テクノ・モブ、ハイブリッド・モブなど（Walker 2011, pp.146-163.）が挙げられる。 
67 フラッシュモブはハプニングにおける偶発的な出来事である「驚かせる概念」と関連し、その性質は前
衛芸術の系譜にある「闘争的な創造性（militantisme créatif）」を持つ（Scripnic 2012, pp.71-74.）。 
68 Grappin-Schmitt, Sophie. 2010, “Flash Mob”, in Repères, cahier de danse n°25, p.10. 
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チの問題に関する最初の機会を開いたプロジェクト」として⾔及される（Ginot 1999, p.15.）。 
71 以下の「カルネ・バグエ」のブログを参照した。このブログは公演後に記録として投稿されている。 
Chevalier, Philippe. 2012, “* CONSTELLATION BAGOUET * CLIN d’œil à Dominique Bagouet”, January 26th.











公式ホームページ（https://www.festival-tokyo.jp/13/program/12/mob/: 最終アクセス⽇ 2019年 11⽉ 3⽇） 
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Monson, Jennifer. (ed.). 2017, A Field Guide to iLANDing, NY: 53rd State. 
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76 Butterworth, Jo, “Too many cooks?: A framework for dance making and devising” in Contemporary Choreography, 
edited by Butterworth, Jo, and Wildschut, Liesbeth, London: Routledge, 2018, pp.89-91. 
図 1 バーワースの提⽰する教⽰的−⺠主的枠組み 
（Simple Didactic-democratic Framework）（筆者翻訳） 
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 プロセス 1 では、振付家とダンサーの関係性が「専⾨家」と「道具」とあるが、本章 1.1
節のコンテンポラリーダンスの成⽴過程において、モダンダンスの振付家とダンサーの関
                                                        
77 Ibid., pp.98-101. 


































                                                        
78 Foster, op.cit., p.45. 
79 Ibid., pp.42-43. 
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80 Lehmann, Hans-Thies. 2006, Postdramatic Theater, Translated and with an Introduction by Karen Jürs-Munby, 
London: Routledge, pp.151-152.（邦訳 195⾴, 222⾴） 
81 Laermans, Rudi. 2015, Moving together: Theorizing and Making Contemporary Dance, Valiz: Amsterdam, p.350, 
p.386. 
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82 作品のクレジットには監修者の明記はなく、平等な協働制作を採⽤していることは推察される。公式ホ
ームページ（http://www.xavierleroy.com/page.php?sp=61d2df0a600d3be0a687ecd4e767755d557a8feb&lg=en: 最
終アクセス⽇ 2019年 11⽉ 3⽇） 
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83 2015 年のパリ秋の芸術祭の機関誌に掲載されるベルのインタビューを参照した（筆者翻訳）。 
Noisette, Philippe. 2015, “Chaque danse et un rapport au mond” in Les Inrockuptible Festival d’Automne à Paris: 



























































































ダンス経験不問 8⽉ 5⽇〜9⽇ 
TANZWERKSTATT EUROPA
（ミュンヘン、ドイツ） 






































                                                        
86 Guigou, Muriel. 2012, La nouvelle danse française, Paris: L’Harmattan, pp.5-8. 
87 国⽴現代ダンスセンターの卒業⽣の⼤部分はフリーランスのプロのダンサーであり、失業保険制度の恩
恵を被ることができるアンテルミタン（intermittent du spectacle）として活動する（藤井 2011, 77⾴） 
88 当時、⽂化⼤⾂のアンドレ・マルローは劇場や図書館を併設した複合⽂化型施設の「⽂化の家」を全県
に設置しようと試みた（任期の終わりには 10 に⾄った。）。詳しくは以下の⽂献を参照した。 
̶̶‒‒〈第⼆章 集団創作の萌芽：《ダンスと声のワークショップ》を事例に〉̶̶‒‒ 


















                                                        
藤井慎太郎 2007「芸術、⽂化、⺠主主義―⽂化的平等とフランスの舞台芸術政策」，『演劇研究センター紀
要 VIII早稲⽥⼤学 21世紀 COE プログラム〈演劇の総合的研究と演劇学の確⽴〉』第 8号, 271-286⾴. 
89 詳しくは以下の⽂献を参照した。 
壽⽥裕⼦ 2002 「1970 年代フランスにおけるスーザン・バージとカロリン・カールソンの舞踊活動—ダン
ス・コンタンポレンヌの発展要因を探る—」，『お茶の⽔⼤学⼈間⽂化研究年報』第 25号, 99-107⾴. 
90 1980 年から 90 年代にフランスで主に活躍する振付家はドミニク・バグエ、オディール・デュボック、
ジャン＝クロード・ガロッタ、ダニエル・ラリュー、マギー・マラン、アンジュラン・プレルジョカージョ
など、を挙げられる。 
91 1970 年代にはパリを中⼼としたパリ秋の芸術祭（Festival d’Automne à Paris）、アヴィニョン・フェステ
ィバル（Festival d’Avignon）、ナンシー国際演劇フェスティバル（Festival mondial du théâtre de Nancy）など
が開催され、国内外の振付家の紹介を⾏う。以下の⽂献では、1970 年代のフランスにおける⽂化政策の過
程が分析されている。 






『研究紀要⼀般教育・外国語・保健体育』第 37 号，⽇本⼤学経済学研究会, 141-155⾴． 
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93 Filloux-Vigreux, Marianne. 2001, La danse et l’institution: Genèse et premiers pas d’une politiques de la danse en 




95 Ibid., 58-59⾴ 
̶̶‒‒〈第⼆章 集団創作の萌芽：《ダンスと声のワークショップ》を事例に〉̶̶‒‒ 
































 - 57 - 
いる。彼は 1990 年代半ばのダンス界の新しい傾向を「ノン・ダンス」と呼び97、これについ
て現代ダンス研究者の越智雄磨は、政治⾯、美学⾯の両⽅の停滞状況を打開しようとするダ























                                                        
97 記者のドミニク・フレタールは「ノン・ダンス」を「振付の慣習的なコードの拒絶するもの」として捉
え、個⼈的な習慣、妙な癖、反復などを特徴としている、と述べている（Frétard 2004, p.7, 18.）。 


































と私（Pichet Klunchun and myself）》では、タイの伝統舞踊家のピチェ・クランチェンとベ
ルが異⽂化の差異を語りながら、それぞれのダンスをデモンストレーションしていく。これ
                                                        






























                                                        









































DiLodovico, Amanda. 2017, Choreographies of Disablement, Doctoral Thesis of Temple University, pp.121-161. 
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2.2 《ダンスと声のワークショップ》：パリ郊外の地域住⺠の実践 
 





のある市⺠参加者の募集を⾏った（表 3：68⾴参照）。参加した市⺠の年代は 30 代から 60
代であり、職業や披露したパフォーマンスは多様であったが、国籍に関しては半分の参加者
がフランスとは異なるルーツであった。たとえば、参加者 E はセネガル出⾝であり、参加


















                                                        
103 越智はこのワークショップを筆者とともに参与観察しており、この作品の創作プロセスが「ソーシャリ
−・エンゲージド･アート」に類似していることを⽰唆している（越智 2016, 18⾴）。 
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加者 J は iPhone から流れるジャン・ダ
                                                        







⽇ 2019 年 11⽉ 3⽇） 
106 ユダヤ系スペイン⼈（セファルディムと呼ぶ）の歌。 
写真 1 披露されたパフォーマンス 
「舞台上に死す」（ジェローム・ベル撮影） 
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写真 2 モンフェルメイユの市⺠会館（筆者撮影） 
写真 3 《ダンスと声のワークショップ》 
（ジェローム・ベル撮影） 
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107 2014 年 2⽉ 27⽇に⾏われたワークショップで使⽤されたテキスト“Groupe 2 transcription de la répétition 
du 27 février”から引⽤した（筆者翻訳）。 
写真 4 披露されたパフォーマンス 
「ハレルヤ」（ジェローム・ベル撮影） 
̶̶‒‒〈第⼆章 集団創作の萌芽：《ダンスと声のワークショップ》を事例に〉̶̶‒‒ 


















                                                        
108 筆者による参加者 I へのインタビュー（2019 年 9⽉ 6⽇） 
写真 5 披露されたパフォーマンス ゾンビ・ダンス 
（ジェローム・ベル撮影） 
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109 筆者による参加者 J へのインタビュー（2019 年 9⽉ 6⽇） 
110 筆者による参加者 E へのインタビュー（2019 年 9⽉ 7⽇） 
̶̶‒‒〈第⼆章 集団創作の萌芽：《ダンスと声のワークショップ》を事例に〉̶̶‒‒ 





































名前 国籍 年齢・性別 職業 披露したパフォーマンス 
参加者 A フランス⼈ 40 代・⼥性 ⺠間企業の開発部⾨ ジャズ・ダンス 
参加者 B フランス⼈ 30 代・⼥性 保育⼠アシスタント カントリー・ダンス 








参加者 E セネガル⼈ 30 代・⼥性 薬剤師アシスタント セネガル・ダンス 




40 代・⼥性 不明 
アルジェリア独⽴戦争の
歌 
参加者 H カメルーン⼈ 40 代・⼥性 教会の宣教師 ハレルヤ 
参加者 I フランス⼈ 60 代・⼥性 退職者 フラメンコ 
参加者 J フランス⼈ 60 代・⼥性 退職者 
ジャン・ダリダの「舞台
上に死す」 
参加者 K フランス⼈ 40 代・⼥性 不明 なし 
参加者 L フランス⼈ 60 代・⼥性 退職者 なし 
参加者 M フランス⼈ 40 代・⼥性 保育⼠アシスタント バトントワリング 
参加者 N 不明 20 代・男性 不明 
ゾンビ・ダンス（マス
ク） 
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111 P.A.R.T.S は 1995 年に創設されたベルギーのコンテンポラリー・ダンサー、振付家の養成学校であり、































                                                        
113 ベルが 2014 年 3 ⽉ 20 ⽇に⽣徒宛にメールで送ったテクスト“Lettre aux étudienats de PARTS pour le 
workshop”を参照した（筆者翻訳）。 
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気で開始された。午前のプロのワークショップでは、⾞椅⼦に乗る⼩⼈症のダンサーが⼀名
参加していたが、P.A.R.T.S のワークショップと同様に、１から 1000 まで⼀緒に数えるタス
ク、バレエに関連するピルエット、ルティレ、グラン・ジュッテ（⼤きな跳躍）、お辞儀の













写真 7 ピルエット 
（ヴェロニク・エレナ撮影） 
写真 8 グラン・ジュッテ（ヴェロニク・エレナ撮影） 
写真 6 ルティレ 
（ヴェロニク・エレナ撮影） 
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116 ここでは古典の技術を解体する意味で⽤いる。 
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⽉ 19 ⽇から 22 ⽇の四⽇間、ヴェネチア市内のテアトリノ・ディ・パラッツォ・グラッシ















































                                                        
117 《無題（Senza titolo）》の公演プログラム』を参照した（筆者翻訳）。 
写真 9 《無題》の成果発表の様⼦（ヴェロニク・エレナ撮影） 
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写真 10 アマチュアによるピルエット  
（ヴェロニク・エレナ撮影） 
写真 12 アマチュアによるルティレ 
（ヴェロニク・エレナ撮影） 
写真 11  プロによるピルエット  
（ヴェロニク・エレナ撮影） 
写真 13 プロによるルティレ 
（ヴェロニク・エレナ撮影） 
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写真 15 プロによるグラン・ジュッテ 
（ヴェロニク・エレナ撮影） 
写真 14 アマチュアによるグラン・ジュッテ 
（ヴェロニク・エレナ撮影） 
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118 『《新世界（Mondo novo）》の公演プログラム』を参照した。 
写真 16 アマチュアによるお辞儀  
（ヴェロニク・エレナ撮影） 
写真 17 プロによるお辞儀  
（ヴェロニク・エレナ撮影） 
̶̶‒‒〈第⼆章 集団創作の萌芽：《ダンスと声のワークショップ》を事例に〉̶̶‒‒ 





























                                                        
119 Mackrell, Judith. 2014, “From Bollywood to ballet, dance brings a new Aura to Venice Biennale”, June 20th. 
（ https://www.theguardian.com/stage/dance-blog/2014/jun/20/bollywood-ballet-dance-aura-venice-biennale-jerome-
bel-saburo-teshigawara: 最終アクセス⽇ 2019 年 11⽉ 3⽇）（筆者翻訳） 




































































































写真 19 ミュンヘンのワークショップの様⼦  
（マクシム・キュルヴェルス撮影） 
̶̶‒‒〈第⼆章 集団創作の萌芽：《ダンスと声のワークショップ》を事例に〉̶̶‒‒ 































写真 20 ハンガリーのフォーク・ダンス（筆者撮影） 
̶̶‒‒〈第⼆章 集団創作の萌芽：《ダンスと声のワークショップ》を事例に〉̶̶‒‒ 
































































































                                                        
120 筆者による参加者 I へのインタビュー（2019 年 9⽉ 6⽇） 
̶̶‒‒〈第⼆章 集団創作の萌芽：《ダンスと声のワークショップ》を事例に〉̶̶‒‒ 































                                                        
121 Noisette, op.cit., p.24. 
̶̶‒‒〈第⼆章 集団創作の萌芽：《ダンスと声のワークショップ》を事例に〉̶̶‒‒ 








































図 3 ベルの意図する偶発性の結果（筆者作成） 
̶̶‒‒〈第⼆章 集団創作の萌芽：《ダンスと声のワークショップ》を事例に〉̶̶‒‒ 





































                                                        
122 ベルが 2014 年⽉ 10⽉ 8 ⽇に参加者全員にメールで送ったベルのテクスト“Un mot pour vous remercier 
pour ce week-end”を参照した（筆者翻訳）。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 































Rancière, Jacques. 2008, Le spectateur émancipé, Paris: La Fabrique éditions. 
125 アート・プロデューサーの相⾺千秋は、「ジェローム・ベルは、（…）グローバリゼーションを逆⼿に取
り、コンセプチャルなフレームをプロトタイプ化して、世界のどんな地域のどんな⾝体でも再現可能なも
のとして世界規模で展開したアーティスの代表格である」と述べている（相⾺ 2018, 59⾴）。 
126 美学研究者の⽥中均の発⾔から読み取れる。以下の⽂献を参照した。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 
























                                                        
森⼭直⼈，武藤⼤祐，⽥中均，江⼝正登 2016 「共同討議パフォーマンスの場はどこにあるのか」，『表象
10』，表象⽂化論学会, 156-159⾴. 
127 ⽥中均 2017「『アートプロジェクト』の美的評価：その理論的モデルを求めて ①グラント・ケスター
『⼀と多』における「コラボレーティヴ・アート」，『Co＊Design (2)』, 49-51⾴. 
128 Croce, Arlene. 1994, “Discussing the undiscussable: When players is a production aren’t just acting out death but 
are really dying—as in Bill T. Jones’s “Still/Here” —is it really art?”, in New Yorker December, pp.54-55. 
129 下記の⽂献では、クロースの批評がハイ・アート⾄上主義に基づいた批判であると指摘されている。 
Siegel, Marcia B. 1996, “Virtual Criticism and the Dance of Death”, The Drama Review Vol. 40 No. 2 (Summer), pp. 
60-70. 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 

















































2014 年 9⽉ 27 ⽇〜28 ⽇，11
⽉ 22 ⽇〜23 ⽇， 12⽉ 6 ⽇
〜7 ⽇，2015 年 1⽉ 17 ⽇〜18










《ガラ》の試作公演 4⽉ 14 ⽇〜16 ⽇ オーヴェルヴィリエ劇場 
《ガラ》のリハーサル 
 






9⽉ 17 ⽇〜20 ⽇ 
10⽉ 1 ⽇〜3 ⽇ 
オーヴェルヴィリエ劇場 
 













2018 年 1⽉ 11 ⽇〜14 ⽇，19
⽇〜21 ⽇ 
（本番：1⽉ 20 ⽇〜21 ⽇） 
彩の国さいたま芸術劇場
（埼⽟，⽇本） 
タイの《ガラ》の再演 本番：3⽉ 6〜7 ⽇ 
チャン劇場 
（バンコク，タイ） 


































                                                        
131 キュルヴェルスが 2014 年 9⽉ 17 ⽇にメールで送ったベルのテクスト“Atelier 27 et 28 sept”を参照した
（筆者翻訳）。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 





























































                                                        
132 キュルヴェルスが 2014 年 9⽉ 17 ⽇にメールで送ったベルのテクスト“Atelier 27 et 28 sept”を参照した
（筆者翻訳）。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 
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133 ベルが 2014 年⽉ 10⽉ 8 ⽇に参加者全員にメールで送ったベルのテクスト“Un mot pour vous remercier 
pour ce week-end”を参照した（筆者翻訳）。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 




























































                                                        
134 ベルが 2014 年⽉ 10⽉ 8 ⽇に参加者全員にメールで送ったベルのテクスト“Un mot pour vous remercier 
pour ce week-end”を参照した（筆者翻訳）。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 





























































                                                        
135 サミュエル・ベケット,『いざ最悪の⽅へ』, ⻑島確 訳, 東京：書肆⼭⽥，1999 年，12⾴． 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 





























                                                        
136 ベルが 2014 年⽉ 10⽉ 8 ⽇に参加者全員にメールで送ったベルのテクスト“Un mot pour vous remercier 
pour ce week-end”を参照（筆者翻訳）。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 





























                                                        
137 ベルが 2014 年⽉ 10 ⽉ 14 ⽇に参加者全員にメールで送ったベルのテクスト“Quelques retours forts 
intéressants à ma lettre « remerciements et réflexions » qui éclairent le projet”を参照した（筆者翻訳）。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 


























































                                                        
138 ベルが 2014 年⽉ 10 ⽉ 14 ⽇に参加者全員にメールで送ったベルのテクスト“Quelques retours forts 
intéressants à ma lettre « remerciements et réflexions » qui éclairent le projet”を参照した（筆者翻訳）。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 





























                                                        
139 ベルが 2014 年⽉ 10 ⽉ 14 ⽇に参加者全員にメールで送ったベルのテクスト“Quelques retours forts 
intéressants à ma lettre « remerciements et réflexions » qui éclairent le projet”を参照した（筆者翻訳）。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 





























                                                        
140 ベルが 2014 年⽉ 10 ⽉ 14 ⽇に参加者全員にメールで送ったベルのテクスト“Quelques retours forts 
intéressants à ma lettre « remerciements et réflexions » qui éclairent le projet”を参照した（筆者翻訳）。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 
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になっていった。    
 







                                                        
141 キュルヴェルスが 2014 年 11⽉ 26 ⽇にメールで送ったベルのテクスト“Lettre de Jérôme”を参照した（筆
者翻訳）。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 































































写真 23 パリの《ガラ》 オーヴェルヴィリエ劇場の試作公
演の参加者（ヴェロニク・エレナ撮影） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 
 - 114 - 
⾏う「ワルツ（Valse）」が披露される。また、無⾳で⾏われる「3 分間の静寂での即興











⾏した。その⾐装替えの間には、参加者 J は⼀⼈で「舞台上に死す」を披露した。参加者 J
は懸命に歌うのだが、その歌は全く⾳程にはまらず、観客は彼⼥の脆弱な歌に対して苦笑い














                                                        
142 筆者による参加者 J へのインタビュー（2019 年 9⽉ 6 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 






























































指されているわけではない（越智 2018, 18⾴）。 
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試作公演の後、《ガラ》はパリ秋の芸術祭において、表 5（次々⾴参照）のメンバーとと



















⾒ていて、悲鳴を上げるほどであった。参加者 AB はその状況を以下のように述べる。 
 
観客は叫び声を上げ、時間が⽌まり、笑いはなく、驚いていました。（…）［⾒ていた］
参加者 J は叫び、⾔葉も出なかったと⾔っていました。（…）私は、参加者 R に申し
訳なく思いました。彼⼥を拾い上げて、タスクを続けました。観客はなにか物語を参
加者 R と私の間に作っていました。（…）参加者 R は本当のワルツをしたと⾔ってい
                                                        
144 筆者は参与観察していないが、《ガラ》はパリ市⽴劇場において、2015 年 11⽉ 30 ⽇、12⽉ 1 ⽇、3 ⽇
に⾏われており、同様にスタンディング・オーベションであったと⾔われている。 
































                                                        
145 筆者による参加者 ABへのインタビュー（2019 年 9⽉ 9 ⽇） 
146 公式ホームページ参照（http://www.jeromebel.fr/index.php?p=2&s=17&ctid=7: 最終アクセス⽇ 2019 年 11
⽉ 3 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 




名前 国籍 年齢・性別 職業 披露したパフォーマンス 
参加者 A  フランス⼈ 30 代・⼥性 イベント系⺠間企業 ジャズ・ダンス 
参加者 E  セネガル⼈ 30 代・⼥性 不明 セネガル・ダンス 
参加者 I  フランス⼈ 60 代・⼥性 退職者 フラメンコ 
参加者 J  フランス⼈ 60 代・⼥性 退職者 「舞台上に死す」 
参加者 K  フランス⼈ 40 代・⼥性 不明 ボリウッド・ダンス 
参加者 L  フランス⼈ 60 代・⼥性 退職者 パントマイム 
参加者 M  フランス⼈ 40 代・⼥性 不明 バトントワリング 
参加者 O フランス⼈ 40 代・⼥性 ダンサー 
コンテンポラリーダンス、ニュー
ヨーク・ニューヨーク 
参加者 P フランス⼈ 40 代・⼥性 ダンサー ニューヨーク・ニューヨーク 
参加者 Q フランス⼈ 60 代・⼥性 退職者 ユダヤ系⾳楽のフォーク・ダンス 
参加者 R フランス⼈ 20 代・⼥性 ダンサー・俳優 ⾝体障害を活かした創作ダンス 
参加者 S アメリカ⼈ 40 代・⼥性 主婦 
《ボレロ》、ニューヨーク・ニュ
ーヨーク 
参加者 T フランス⼈ 20 代・⼥性 ⽂化施設職員 マギーマランのレパートリー 
参加者 U フランス⼈ 40 代・⼥性 劇場職員 アフリカン・ダンス 
参加者 V フランス⼈ 20 代・男性 ⼤学⽣ 無⾳での即興的なアクロバット 
参加者 W フランス⼈ 40 代・男性 映像作家 クラブ・ダンス 
参加者 X フランス⼈ 20 代・男性 ⼤学⽣ 物語的創作ダンス 
参加者 Y フランス⼈ 40 代・男性 振付家・ダンサー ニューヨーク・ニューヨーク 
参加者 Z フランス⼈ 30 代・男性 ダンサー コンテンポラリーダンス 
参加者 AA フランス⼈ 30 代・不詳 不明 リップシンク「欲望からの解放」 
参加者 AB ⽇本⼈ 20 代・男性 ⼤学⽣ ソーラン節 
参加者 AC フランス⼈ 10 代・⼥性 ⼩学⽣ 創作ダンス 
参加者 AD フランス⼈ 10 代・⼥性 中学⽣ 韓国の K ポップに合わせたダンス 






















参加者 AI スイス⼈ 20 代・⼥性 ダンサー なし 
表 5 パリの《ガラ》（2015）の参加者と披露したパフォーマンスの⼀覧 
（灰⾊部分：《ダンスと声のワークショップ》から継続して参加したパリ郊外の地域住⺠） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 
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147 劇場関係者が 2018 年 1⽉ 9 ⽇に参加者全員にメールで送った添付資料「●【GALA】応募詳細資料」
を参照した。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 






























                                                        
148 劇場関係者が 2018 年 1⽉ 9 ⽇に参加者全員にメールで送った⽂⾯を参照した。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 






























ました」と説明した。たしかに、パリの《ガラ》では、60 代の参加者 Q はバトンが頭に落
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 






ような状況の中で、アマチュア枠の参加者 AT は参加者 BC が集団に上⼿く溶け込めないこ
とを察知し、参加者 BB の経営する中華料理店で⾷事会を開いた。参加者 AT は酒の場で参




参加者 X は⼆分間延々と側転のダンスを披露した際、参加者 AP は体⼒的について⾏けず、
回数を減らすことを参加者 X に要望した。また、電動⾞椅⼦に乗る障害のある参加者 AZ
は、参加者 AP の側転や舞台上から舞台裏まで⾛り回ることを真似するのが困難であった。














































AN が着⽤）、参加者 AK のクラシック・バレエ、参加者 AW の⽇本舞踊、障害のある参加
者 AZ による「⾵になりたい」に合わせたダンス、参加者 BB の中国式の⺠族ダンス、障害
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 
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149 筆者による参加者 ALへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 































写真 26 ⽇本の《ガラ》 上演前の参加者（関下景⼦撮影） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 









名前 国籍 年齢・性別 参加者枠 披露されたパフォーマンス 
参加者 AJ ⽇本⼈ 10 代・男性 中学⽣ 「ハッピー」にあわせたダンス 
参加者 AK ⽇本⼈ 20 代・男性 バレエ・ダンサー 《海賊》のヴァリエーション 
参加者 AL ⽇本⼈ 20 代・⼥性 コンテンポラリー コンテンポラリーダンス 
参加者 AM ⽇本⼈ 30 代・⼥性 主婦 なし 
参加者 AN セネガル⼈ 20 代・男性 外国⼈ セネガル・ダンス 
参加者 AO ⽇本⼈ 30 代・⼥性 バトントワリング バトントワリング 
参加者 AP ⽇本⼈ 40 代・男性 コンテンポラリー 唄に合わせたダンス 
参加者 AQ ⽇本⼈ 10 代・⼥性 ⼩学⽣ なし 
参加者 AR ⽇本⼈ 40 代・男性 コンテンポラリー ニューヨーク・ニューヨーク 
参加者 AS ⽇本⼈ 10 代・⼥性 中学⽣ 新体操 
参加者 AT ⽇本⼈ 40 代・⼥性 主婦 
「ゴールドベルク変奏曲」に合わ
せた即興 
参加者 AU ⽇本⼈ 30 代・⼥性 バレエ・ダンサー 《海賊》のヴァリエーション 
参加者 AV ⽇本⼈ 30 代・男性 ドラァグ・クイーン 
“Booty”の⾳楽に合わせた 
リップシンク 
参加者 AW ⽇本⼈ 60 代・⼥性 退職者 ⽇本舞踊 




参加者 AY ⽇本⼈ 20 代・男性 ダウン症の障害者 
「ダンシング・ヒーロー」の⾳楽
に合わせた創作ダンス 





参加者 BA ⽇本⼈ 20代・男性 ⼤学⽣ ディズニーのショー・ダンス 
参加者 BB 中国⼈ 40代・⼥性 外国⼈ 中国式の⺠族ダンス 
参加者 BC ⽇本⼈ 50代・男性 退職者 なし 
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本の《ガラ》とは異なる状況を⽣み出した。たとえば、参加者 BG と BL のワルツの際、参













































加者 BH のタイ北部の⺠族ダンス、参加者 BG のパーティー・ソングに合わせた創作ダン
ス、参加者 BJ のバレエ、⾞椅⼦に乗った参加者 BE のポップ・ミュージックに合わせたダ
ンス、参加者 BO のラテン・ダンス、プロの参加者 BI によるタイの伝統舞踊の仮⾯劇《コ
ーン》の猿役のダンス、参加者 BQ のボサノヴァ⾵のポップ・ミュージックに合わせたダン










ングほど超絶技巧を感じられ写真 29 タイの《ガラ》 上演前の参加者（筆者撮影） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 
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名前 国籍 年齢・性別 参加者枠 披露されたパフォーマンス 
参加者 BD タイ⼈ 20 代・⼥性 中学⽣ なし 





参加者 BF タイ⼈ 50 代・⼥性 主婦 なし 
参加者 BG タイ⼈ 20 代・不明 LGBTQ 
パーティー・ソング 
に合わせたダンス 
参加者 BH タイ⼈ 30 代・⼥性 主婦 
タイ北部の⺠俗ダンス 
“Fon Sao Mai” 
参加者 BI タイ⼈ 30 代・男性 コンテンポラリー 
タイの伝統舞踊《コーン》の猿役
のダンス 
参加者 BJ タイ⼈ 20 代・⼥性 バレエ・ダンサー バレエ 
参加者 BK タイ⼈ 30 代・⼥性 コンテンポラリー ニューヨーク・ニューヨーク 




参加者 BM タイ⼈ 60 代・⼥性 退職者 なし 
参加者 BN タイ⼈ 20 代・⼥性 新体操 ボール使⽤した新体操 
参加者 BO タイ⼈ 20 代・⼥性 ⼤学性 ラテン・ダンス 
参加者 BQ タイ⼈ 30 代・⼥性 ダウン症の障害者 
ボサノヴァ⾵のポップ・ミュージ
ックに合わせたダンス 
参加者 BR タイ⼈ 60 代・男性 退職者 なし 
参加者 BS タイ⼈ 20歳・男性 ⼤学⽣ なし 
表 7 タイの《ガラ》（2018〉の参加者と披露したパフォーマンスの⼀覧 
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なお、パリの《ガラ》では《ダンスと声のワークショップ》から継続して参加した E、I 、
J の 3名に、⽇本の《ガラ》ではプロ枠の参加者 AL、アマチュア枠の参加者 AT、そして障
害者枠の参加者 AZ にインタビューを実施した。 
 




















                                                        
153 障害のある参加者 R はダンサーや役者として活動しており、彼⼥をアマチュアと定義することは困難
である。 
154 参加者 I は「《ガラ》を⾏っていたとき、新しい参加者は［ベルのやりたいこと］を知りませんでした。
ベルは、新しい参加者が失敗することに満⾜していました」と述べている。 
筆者による参加者 I へのインタビュー（2019 年 9⽉ 6 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 

























                                                        
155 筆者による参加者 Eへのインタビュー（2019 年 9⽉ 7 ⽇） 




2015 年⽉ 1⽉ 16 ⽇に参加者全員に送られたサンドロ・グランドのメールを参照した（筆者翻訳）。 
158 筆者による参加者 Eへのインタビュー（2019 年 9⽉ 7 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 
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159 筆者による参加者 I へのインタビュー（2019 年 9⽉ 6 ⽇） 
160 筆者による参加者 J へのインタビュー（2019 年 9⽉ 6 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 





























                                                        
161 筆者による参加者 Eへのインタビュー（2019 年 9⽉ 7 ⽇） 
162 筆者による参加者 I へのインタビュー（2019 年 9⽉ 6 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 






























                                                        
163 筆者による参加者 J へのインタビュー（2019 年 9⽉ 6 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 




















加者 AZ にインタビューを実施した164。 
参加者 AT、AL、AZ の応募動機から確認していく。彼⼥たちは以下のように応募した理
由を述べている。 










ダンス経験のない参加者 AZ をインタビューイーに選定した。 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 




























                                                        
165 筆者による参加者 ALへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
166 筆者による参加者 ATへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
167 筆者による参加者 AZへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 




























                                                        
168 筆者による参加者 ALへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
169 筆者による参加者 ATへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
170 筆者による参加者 AZへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 




























                                                        
171 筆者による参加者 ALへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 


























                                                        
172 筆者による参加者 ATへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
173 筆者による参加者 AZへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
174 スティグマという⾔葉⾃体は、社会的な表象によってカテゴリー化され、烙印されるアイデンティテ
ィを意味する。詳しくは下記の⽂献を参照されたい。 
アーヴィング・ゴッフマン 2003 『スティグマの社会学 烙印を押されたアイデンティティ』， 
⽯⿊毅 訳，東京：せりか書房. 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 





























                                                        
175 筆者による参加者 ALへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
176 筆者による参加者 ATへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 





























                                                        
177 筆者による参加者 AZへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
178 筆者による参加者 ALへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 





























                                                        
179 筆者による参加者 ATへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
180 筆者による参加者 AZへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 





AX がめちゃくちゃ側転していると。参加者 AP が側転やめてくれと⾔ったり、⾝体
的に⼦供はできるけど、こっちはきついみたいな。振り幅は⾯⽩い。［参加者 AX は］




















                                                        
181 筆者による参加者 ALへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
182 筆者による参加者 ATへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
183 筆者による参加者 AZへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 
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新しく追加されたアマチュアの偶発的な失敗、（3）パリ郊外の地域住⺠の⾃覚的な失敗、の
三つに分類され、これらは「失敗する⾝体」として共通項を持つ。パリ郊外の地域住⺠の参
























                                                        
184 筆者による参加者 AZへのインタビュー（2019 年 11⽉ 26 ⽇） 
185 ⻑野由紀 2018「ジェローム・ベル『ガラ』」，⽇本経済新聞 2⽉ 7 ⽇. 
186 貫成⼈ 2018「ジェローム・ベル『Gala̶̶ガラ』」，『ダンスマガジン』第 28 巻第 4号，87⾴． 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 


























































                                                        
187 Lehousse, Christophe. 2019 Les Clameuses, la critique joviale, December 12.（https://lemag.seinesaintdenis.fr/Les-
Clameuses-la-critique-joviale?fbclid=IwAR0hb57qGk4SKUg0g3SF10jcf6I6IrXQivaipdjBKw52OKALFnqXkIJlV_o 
: 最終アクセス⽇ 2019 年 12⽉ 12 ⽇） 
筆者による参加者 J へのインタビュー（2019 年 9⽉ 6 ⽇） 
筆者による参加者 Lへのインタビュー（2019 年 9⽉ 7 ⽇） 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 































るホームレス・⾼齢者・障害者などマイノリティ包摂だという（熊倉, ⻑津 2015, 8⾴）。 
189 相⾺千秋 2018 「演劇性の拡張̶̶演劇と現代アートの交錯をめぐって」，『表象 12』，表象 
⽂化論学会, 60⾴. 
̶̶̶̶‒‒̶̶〈第三章 《ガラ》における集団の表象に不可視な誤動〉̶̶̶̶‒‒̶̶ 

















































































                                                        
190 ベルが 2014 年⽉ 10⽉ 8 ⽇に参加者全員にメールで送ったベルのテクスト“Un mot pour vous remercier 
pour ce week-end”を参照した（筆者翻訳）。 
̶̶̶̶̶〈第四章 誤動の再検討：《ガラ》の初演と再演の⽐較を中⼼に〉̶̶̶̶̶ 
 







































































Phelan, Peggy. 1993, Unmarked: The Politics of Performance, London: Routledge. 
Schneider, Rebecca. 2011, Performing Remains Art and War in Times of Theatrical Reenactment, London: Routledge. 
̶̶̶̶̶〈第四章 誤動の再検討：《ガラ》の初演と再演の⽐較を中⼼に〉̶̶̶̶̶ 
 



























































                                                        
193 筆者による参加者 E へのインタビュー（2019年 9⽉ 7 ⽇） 
194 クリシー＝ス＝ボワは最下層脆弱都市区域であり、7割強が社会住宅に居住していることがわかる（2006
年時点）。 









































公式ホームページ（http://www.jeromebel.fr: 最終アクセス⽇ 2020年 5⽉ 30 ⽇） 
̶̶̶̶̶〈第四章 誤動の再検討：《ガラ》の初演と再演の⽐較を中⼼に〉̶̶̶̶̶ 
 







































































上でパターン化され、表象されていることを指摘している（Ginot 2017, pp.25-43.）。 
̶̶̶̶̶〈第四章 誤動の再検討：《ガラ》の初演と再演の⽐較を中⼼に〉̶̶̶̶̶ 
 






































































































































                                                        
203 筆者は直接公演を鑑賞していないが、映像資料を調査したところ、観客による熱狂的な反応が⾒受け
られる。以下の映像を参照した。 
《ガラ》：2018年 3⽉ 9 ⽇（フィラデルフィア，アメリカ合衆国） 
̶̶̶̶̶〈第四章 誤動の再検討：《ガラ》の初演と再演の⽐較を中⼼に〉̶̶̶̶̶ 
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1.1 “SCENE GROUPE 1 – 1MAR”：対話テクスト（仏⽂） 
 
“Scene Groupe 1 - mar” 
 
Jérôme : Bonjour je suis content que vous soyez là. Merci. (Bienvenue aux ateliers danse et voix). Je 
me présente je suis Jérôme Bel, je suis danseur et chorégraphe de danse contemporaine. Les ateliers 
seront également animés par Jeanne Balibar qui est chanteuse et comédienne et aussi Emmanuelle 
Parrenin qui est chanteuse et musicienne. Pour commencer, je vais vous demander de vous présenter, 
pour mieux vous connaître. Pour savoir ce que vous aimez faire, en chant et en danse, car on va 
travailler à partir du matériel que vous allez amener. D’habitude je travaille avec des danseurs 
professionnels qui ont la même culture, les mêmes références que moi. En travaillant avec des 
amateurs je veux travailler à partir de vous, de votre culture, de ce que vous pouvez faire, de ce que 
vous aimez danser ou chanter. C’est un travail en collaboration, je ne vais pas vous dire ce qu’il faut 
faire, fais ceci, fais cela, pas du tout ! C’est un travail de recherche, un travail expérimental, je ne sais 
pas du tout ce qu’on va faire, ce qu’on va trouver, mon idée, c’est de faire un spectacle à partir de ce 
que vous allez amener. Est-ce que vous avez des questions ? 
Toutes : Non, euh.... Non...  




Participant A : Oui je veux bien. Bonjour, je m’appelle Participant A, j’ai 46 ans, et je vis 
actuellement à Gagny. Je suis chargée de développement dans une société privée ce qui consiste en 
des montages de projets, des mises en place d’événements à développer. En ce qui concerne mes loisirs, 
je fais partie du son et lumière de Montfermeil. C’est un spectacle qui met en scène les Misérables de 
Victor Hugo dont l’action justement se déroule à Montfermeil. 
Jérôme : Et qu’est-ce que vous faites ? 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒〈付録〉‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
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Participant A : J’ai un rôle de bourgeoise, en tenue d’époque. J’interprète plusieurs scènes de la vie 
de l’époque. Mais c’est un rôle muet. Ce sont des thèmes qui se jouent à plusieurs. Et parallèlement à 
ça je fais de la danse modern jazz dans une association où on prépare des petites chorégraphies pour 
un gala à la fin de l’année. 
Jérôme : Et est-ce que vous pourrez nous en montrer une la fois prochaine ? 
Participant A : Oui. 
Jérôme : LAISSER UN LEGER TEMPS …. Bon ben à vous 
Participant C : Je m’appelle Participant C. J’ai 59 ans. Je travaille dans une société mutualiste. Dans 
un service de comptabilité et j’habite à Saint Denis. Quand j’étais jeune j’avais toujours désiré faire 





Et plus tard j’ai fait de la danse country, j’ai fait aussi du gospel. 
Jérôme : Ah très bien. Est-ce que vous avez aussi une pratique du théâtre ? 
Participant C : Oui je suis aussi dans le spectacle du son et lumière de Montfermeil. Mais moi je joue 
une ouvrière. J’aime bien ce rôle là, ça me correspond plus physiquement qu’une bourgeoise. Et puis 
moi je viens d’un milieu ouvrier. Je me sens plus à l’aise dans ces rôles-là. 
Jérôme : (Ah je suis très curieux ; vous vous jouez une ouvrière et vous une bourgeoise ? vous avez 
une scène commune ? 
Participant A et C : Oui. 
Jérôme : Est-ce que vous pourriez nous montrer à peu près ce que vous faites ?) 
Participant A et C : Oui. 
Jérôme : Ok merci. Très bien, et Participant C, est-ce que vous avez une chanson que vous aimez 
particulièrement ? 
Participant C : J’aime toutes les chansons dès lors qu’elles me touchent, mais y en a une que j’adore 
“c’est Colchiques dans les prés”. C’est la chanson que je préfère. Et à chaque fois qu’il y a des enfants 
qui la chantent ça me donne des frissons. 
Jérôme : Moi aussi, j’adore cette chanson. Est-ce que vous pourriez la chanter la prochaine fois ? 
Participant C : Oui. 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒〈付録〉‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
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Jérôme : À votre tour. 
Participant B : Bonjour je m’appelle Participant B. J’ai 33 ans. J’habite à St Denis. Je suis auxiliaire 
de puériculture. Comme Participant A. Moi aussi je fais le son et lumière de Montfermeil où je joue 
le rôle de Fantine. 
Jérôme : Vous avez un rôle très important ! 
Participant B : Oui. Et sinon je fais aussi du gospel et de la danse country. 
Jérôme : Ah comme Participant C ? 
Participant B : Oui, au fait c’est ma mère. 
Jérôme : Ah c’est votre mère ??? Mais pourquoi vous vous êtes intéressée à la danse country et au 
gospel ? C’est très américain tout ça ! 
Participant B : Ben en fait on a fait un voyage aux États Unis en 1992 et c’est là-bas qu’on a découvert 
des bals country et qu’on a entendu des gospels. 
Jérôme : D’accord ! bah alors est-ce que vous pourriez toutes les deux nous préparer une danse 
country pour la prochaine fois ? 
Participant B : Oui. 
Jérôme : À vous. 
Participant D : Bonjour, je m’appelle Participant D, j’ai 53 ans, j’habite sur Sevran. Je suis chauffeur 
transport handicapé. Et, je fais aussi le son et lumière, je suis rentrée dans les misérables par 
l’intermédiaire de la couturière qui m’a poussé parce que j’étais en dépression et ça m’a beaucoup 
aidé à aller de l’avant, à rencontrer des gens et à me faire des amis. J’aime beaucoup les comédies 
musicales, quand j’étais petite j’allais voir les opérettes de Luis Mariano au Chatelet avec ma mère, 
où j’ai découvert tout ce qui était costumes et paillettes. Et actuellement je me suis inscrite à cet atelier 
parce que j’aimerais évoluer en chant. Car mon rêve serait de faire un duo avec un homme. 
Jérôme : Est-ce que vous pourriez préparer quelque chose pour la semaine prochaine ? A vous. 
Participant M : Bonjour, je m’appelle Participant M, j’ai 45 ans, j’habite Montfermeil, je suis 
atsem…. 
Jérôme : C’est quoi ? 
Participant M : C’est assistante maternelle dans une école. Et sinon j’aime beaucoup le spectacle en 
général, j’ai été chef de parade à Eurodisney. Et j’ai travaillé dans un théâtre, à l’accueil de la comédie 
caumartin, pour les spectacles de Franck Dubosc. J’aime aussi le karaoké. Et j’ai fait aussi de la danse 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒〈付録〉‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
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moderne-jazz et pendant huit ans j’ai été majorette. J’ai été capitaine, ça veut dire que je dirigeais mon 
groupe de majorettes. 
Jérôme : Vous allez pouvoir nous faire une démonstration de majorettes alors ! 
Participant M : Ben d’accord. 
Jérôme : Formidable ! Eh bien merci beaucoup à toutes ; on se revoit la semaine prochaine avec vos 
danses et vos chants, d’accord ? Je compte sur vous. 
 
Participant K : Une semaine plus tard. 
 




Jérôme : Comment ça va aujourd’hui ? 
Elles repondent 
 
Jérôme : Vous avez pu préparer quelque chose ? On va commencer par vous, Participant B et C. Vous 
avez préparé votre danse ? 




Jérôme : Merci Participant B et merci Participant C. Participant C, est-ce que vous avez préparé 
Colchiques ? 




Jérôme : Ah c’est super ! Ça me plait beaucoup. Ça me rappelle un danseur japonais, Kazuo Ohno, 
que j’aime beaucoup. Et puis avec votre veste c’est parfait ; on a l’impression de voir la nature ; c’est 
comme le décor de votre scène. A vous, Participant A. 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒〈付録〉‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
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Participant A : J’ai préparé une petite chorégraphie par contre aujourd’hui je suis grippée, je ne vais 
pas pouvoir faire la chorée à fond. 
Jérôme : Ben vous faites ce que vous pouvez. 
 
Participant A accompagne Participant B qui lance la musique sur le lecteur avant de se placer en 
fond de scène. NEW YORK 
 
Jérôme : Merci beaucoup Participant A. Participant D, vous allez pouvoir nous chanter quelque 
chose ? 
Participant D : Oui. 
 
PARAPLUIES DE CHERBOURG 
 
 (attendre que tout le monde soit assis) 
 
Jérôme : C’était très beau. Très émouvant. A vous, Participant M. 
Participant M : Je suis désolée mais je ne pourrai pas faire ma démonstration de majorettes car j’ai 
mal au poignet. 
Jérôme : Quel dommage. Tant pis.... Bon alors l’atelier est terminé. 
 
 






















































参加者 Aと参加者 C：はい。 
ジェローム：あなたたちが演じることを⼤体でいいので、私たちに披露できますか？） 

































































































































2.1 “GROUPE 2 TRANSCRIPTION DE LA RÉPÉTITION DU 27 
FÉVRIER”：対話テクスト（仏⽂） 
 
“Groupe 2 transcription de la répétition du 27 février” 
 
Jérôme : Bon on va répéter. Tout le monde est là ? 
Coulisse : Oui  
Jérôme : Participant E tu es prête ?  
Participant E : Oui 
Jérôme : Maxime tu es prêt ? 
Maxime : Oui. 
Jérôme : Participant E, tu peux venir faire ton solo. 
 
Participant E entre, se place, Maxime envoie la musique, Participant E se met à danser. 
 
Jérôme : Super Participant E. C’est quoi comme danse ? 
 
Participant E va chercher le micro chez Participant H. 
 
Participant E : C’est djumbala ; c’est de la danse sénégalaise. 
Jérôme : Et tu danses ça quand ? 
Participant E : Dans les boites ou chez moi. 
Jérôme : Et pourquoi tu aimes cette danse ? 
Participant E : .... (Parce que j’aime bien le rythme) …. 
Jérôme : Et tu te sens bien, parce que j’ai l’impression que parfois tu n’es pas très à l’aise… 
Participant E : Oui je suis un peu timide. 
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Jérôme : OK on continue avec Participant F. 
 
Participant F entre et chante sa prière à Marie. 
 
Jérôme : Merci Participant F, c’est un chant ou c’est une prière ? 
 
Participant F va chercher le micro chez Participant H. 
 
Participant F : C’est à la fois un chant et une prière, ça parle de Marie qui est la maman de Jésus car 
pour les chrétiens elle est la mère de dieu puisque Jésus est le fils de dieu. Je voulais mettre à l’honneur 
cette femme qui a accompagné son fils jusqu’à la croix et qui a donc beaucoup souffert. C’est 
quelqu’un d’important dans ma vie. 
Jérôme : Vous êtes catholique ? 
Participant F : Oui. 
Jérôme : Si cette scène est dans le spectacle, ça ne vous dérange pas de chanter un chant sacré dans 
un théâtre ? 
Participant F : Non pas du tout. 
Jérôme : Qu’est-ce que vous croyez que le public va penser de ça ? 
Participant F : J’espère que le public va accueillir, tout simplement.  
Jérôme : Vous ne croyez pas que des spectateurs vont penser que c’est du prosélytisme ?  
Participant F : … bah non, j’espère que non. Je ne le fais pas pour convaincre qui que ce soit, donc 
je ne vois pas pourquoi ce serait du prosélytisme ; et puis vous m’avez demandé quelque chose 
d’important pour moi en chant ou en danse, et en fait c’est pratiquement la première chose qui m’est 
venue. En plus c’est un chant facile dont je ne crains pas d’oublier les paroles.  
Jérôme : Participant H qu’est-ce que tu en penses ? 
Participant H : Je trouve ta question un peu débile Jérôme. Quand tu entends une messe de Mozart 
tu ne demandes pas si c’est du prosélytisme. Je trouve ça bizarre de pas reconnaitre la parenté entre le 
fait de se produire sur une scène et le fait de faire une prière. L’histoire du théâtre occidental c’est 
comme ça que ça commence, sur les parvis des églises, ce sont les péchés et les luxures qui sont 
représentés et dans n’importe quelle civilisation le théâtre est lié au sacré. C’est vrai qu’aujourd’hui 
dans les théâtres on a une pratique laïque du théâtre, mais à l’origine ceci est fortement lié. 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒〈付録〉‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
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Jérôme : Parfait, non mais moi je trouve ça super, je voulais juste savoir ce que tu en pensais. OK 
merci Participant F. Participant G, vous êtes prête ?  
Participant G : Oui. 
Jérôme : On y va alors. Quand vous voulez. 
 
Participant G rentre et chante une chanson. 
 
Jérôme : C’est très beau, 
Participant H : Qu’est-ce qu’elle raconte cette chanson, Participant G ? 
 
Participant G va chercher le micro chez Participant H. 
 
Participant G : Cette chanson elle parle d’un combattant qui part à la guerre et qui a laissé sa femme 
et ses enfants ; et qui demande à sa femme de prendre soin de ses enfants et d’elle, et il lui dit si je 
meurs dis à nos enfants que je suis mort à la guerre et que je suis un héros. 
Participant H : C’est quelle guerre ? 
Participant G : C’est la guerre d’Algérie 
Jérome : OK, merci, merci Participant G. 
Participant G : J’ai préparé une danse aussi. Vous voulez l’entendre ? 
Jérôme : Est-ce que tu peux voir la danse ? Volontiers ! Allez-y. 
 
Participant G danse. 
 
Jérôme : Bon c’est super, j’adore, rien à dire. C’est une danse que vous dansez où et quand ? 
Participant G : Généralement dans les mariages, les fêtes et des fois je mets un cd et je danse toute 
seule devant un miroir.  
Jérôme : OK, merci, merci Participant G. Participant H, quand vous voulez. 
 
Participant H chante alleluia. 
 
Jérôme : Participant H y a une seule chose que j’ai compris c’est Alleluia mais le reste c’est quoi ? 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒〈付録〉‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
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Participant H : Je suis camerounaise, et c’est un chant en éwondo, du centre du Cameroun. 
Jérôme : Et qu’est-ce que ça dit ? 
Participant H : Je chante pour la foi, en ce que je crois ; parce que dieu nous a donné plein de choses 
et moi que je sois à la maison ou ailleurs, je chante en ce que je crois : la joie de la foi. 
Jérôme : En vous voyant chantez j’ai l’impression que vous aimez danser ? 
Participant H : Oui beaucoup, j’aime beaucoup danser parce que ça me libère. 
Jérôme : Est-ce que vous avez amené de la musique ? 
Participant H : Non. 
Jérôme : Alors j’ai une idée. J’ai un exercice que j’ai depuis quelques temps et que j’aimerais essayer 
avec vous. On va faire une improvisation. Vous savez ce que ça veut dire improviser ? 
Participant H : Oui. 
Jérôme : Alors j’aimerais qu’on essaye que vous improvisiez sur les musiques de mon téléphone 
portable ; dans mon Iphone, j’ai des musiques qui sont toutes mes musiques préférées ; je vais les 
mettre et j’aimerais que vous improvisiez ; je ne sais pas quelle musique va sortir parce que c’est en 
mode aléatoire. 
 
Impro Participant H. 
 
Jérôme : OK merci c’est super intéressant. Bon, c’est fini. Merci à toutes, c’était super, on se revoit 
bientôt.   
 
Elles passent la tête hors des coulisses. 
 
Jérôme : Participant H on peut discuter un peu ? Bon, moi je vois un truc qui c’est, tu vas rire, c’est 
l’histoire de la France, avec ces 4 femmes j’ai l’impression de voir l’histoire culturelle de la France ; 
Participant F qui représente la France séculaire, millénaire même avec la culture chrétienne, puis avec 
Participant H on voit la colonisation, une partie de l’Afrique christianisée par les missionnaires, et la 
décolonisation avec Participant G qui chante la guerre d’indépendance algérienne. Guerre d’Algérie 
qui est évoquée dans « Les Parapluies de Cherbourg » que chante Participant D. Participant E c’est la 
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(Jérôme : J’adore l’impro de Participant H il y a un truc à faire avec ça. Le truc c’est qu’est-ce que je 
fais avec ce matériel, c’est tellement différent comment je les mets en scène ensemble, comment je les 
fais danser ensemble ? Putain, je ne suis pas dans la merde. 
Participant H : Mais non tu vas trouver, je suis sure. 
Jérôme : Je me demande quoi…) 
 
Participant K : deux semaines plus tard 
 
Participant K rentre en coulisse et toutes rentrent. 
 
Jérôme : Bonjour à toutes, tout le monde va bien ? 
Toutes : Réponses nouvelles à chaque fois ... 
Jérôme : Je voudrais essayer quelque chose. Vous vous rappelez de l’improvisation de Participant H 
à partir de mon Iphone la dernière fois. Eh bien je voudrais que vous essayiez ensembles. C’est à dire 
que vous improvisiez ensemble. Vous êtes en ligne là. Je mets mon Iphone ici et vous pouvez changer 
la musique quand vous voulez, on ne sait pas quelle musique va sortir car le Iphone est réglé sur le 
mode aléatoire. Si la musique ne vous plait pas ou que vous en avez marre vous changez en appuyant 
là sur la double flèche. Vous avez le droit de ne pas danser aussi, juste d’écouter…On peut essayer ? 
Vous avez des questions ? 
Participant F : C’est-à-dire que quand ça ne nous plait pas on change ? 
Jérôme : Exactement ! Et vous faites ce que vous voulez. Vous n’êtes pas forcées de danser. Ok on 
essaye pendant 5 minutes. Maxime tu baisseras la musique au bout de 5 minutes. 
  
Impro sur le Iphone 
 
Jérôme : Bon c’est très intéressant, est-ce qu’on peut réessayer une fois. 
Participant H : C’est un peu mou quand personne ne prend vraiment de décisions…. 
Jérôme : OK on recommence 5 minutes.  
 
Impro 2 sur le Iphone 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒〈付録〉‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
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Jérôme : Participant H moi j’adore ça, c’est super risqué mais c’est magnifique de les voir réagir 
comme elle peuvent sur mes musiques, ça représente un dialogue entre elle et moi, c’est comme si on 
discutait, on se comprends des fois, des fois non…bon c’est risqué, c’est de l’impro, si les musiques 
qui sortent sont pas « bonnes », qu’est-ce que tu en penses ? 
Jeanne : …je trouve cette méthode un peu bizarre. Quand c’est du rock tout va bien quand c’est du 
classique tout va mal ; il faudrait qu’on travaille à une méthode pour concilier les deux. 
Jérôme : Bon c’est fini pour aujourd’hui. C’est très intéressant ; on va continuer à travailler ça. Merci 
à toutes. 
 
TIMING AU 27 Février : 38’’30 
 
 
2.2「グループ 2 2⽉ 27⽇のリハーサルの記録」： 
対話テクスト（和⽂） 
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参加者 H：参加者 G、この曲は何について歌っていますか？ 
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3 プログラム 
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3.5『タイの《ガラ（GALA）》のパンフレット』 
 
 
 
 
